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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本建設機械施工協会（JCMA）

及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出

があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS A 8425 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS A 8425-1 土工機械－電機駆動式機械並びに関連構成部品及び装置の電気安全－第 1 部：一般要求

事項 

JIS A 8425-2 土工機械－電機駆動式機械並びに関連構成部品及び装置の電気安全－第 2 部：外部電源

式機械の特定要求事項 

JIS A 8425-3 土工機械－電機駆動式機械並びに関連構成部品及び装置の電気安全－第 3 部：電源内蔵

式機械の特定要求事項 
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土工機械－電機駆動式機械並びに関連構成部品及び

装置の電気安全－第 1 部：一般要求事項 

Earth-moving machinery-Electrical safety of machines utilizing electric 

drives and related components and systems-Part 1: General requirements 

 
序文 

この規格は，2016 年に第 1 版として発行された ISO 14990-1 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，JIS A 8308 に定義する土工機械に包含される電気装置及びその構成部品の運転員，機械の

技能者，整備保全技能者及び周囲の人の安全対策のための一般的な安全要求事項を規定する。 

この規格は，屋外使用を意図する機械で，母機取付け状態で周波数範囲を問わず 50 V～36 kV の実効電

圧の交流及び繰返し数を問わず脈動する 75 V～36 kV の直流を使用するものに適用する。この規格は，高

電圧機器又は低電圧機器だけに適用することを指示している場合を除いて低電圧にも高電圧にも適用され

る。機器内部で発生する電圧は，母機取付け状態の電圧とは考えず，適用範囲に含めない。 

注記 1 典型的には，30 kHz を超える高周波には，特別の配慮が必要となる。参照する規格が，母機

の土工機械で使用する周波数以下の周波数を限度とする場合は，リスクを評価し，適切に対

処するのは，（規格の）使用者の責任である。 

注記 2 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 14990-1:2016，Earth-moving machinery－Electrical safety of machines utilizing electric drives 

and related components and systems－Part 1: General requirements（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”

ことを示す。 

この規格は，機械類の意図した使用又は製造業者が合理的に予見可能な誤使用の条件の下で土工機械の

適用電圧範囲内での全ての重要な危険源，危険状態及び危険事象を対象とする。これは，土工機械の設置，

運用及び保全を通じて重要な危険源，危険状態又は危険事象に起因するリスクを除去又は低減するための

適切な技術的手段を規定する。ただし，この規格が発行される前に製造された機械類には適用しない。 

この規格は，機械類の電源に応じた特定事項を規定する JIS A 8425-2 及び JIS A 8425-3 と組み合わせて

使用することを意図しており，その要求事項は，この規格の要求よりも優先される。多用途の機械類には，

その機械類の機能及び適用状態を対象とする要求事項のある JIS A 8425 規格群の当該事項を全て適用する。 

この規格は，土工機械の低電圧又は高電圧の電気装置に関連する大半の危険源に対処しているが，付加

的な電気的危険源があり得るため，電気安全を絶対的に保障するものではない。懸念される範囲について


